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試験 小テスト レポート

学部DP(番号表記）

学習到達目標

学生が到達すべき行動目標

1/2/5 ビジネスに関する新聞記事・経済専門誌を抵抗なく読みこなすことができる

1/2 社会人として知っておくべき基本的なビジネス用語を身につけることができる

1/3/5 マクロ・ミクロにわたる経済・社会・個別企業の動向について理解を深めることができる

1/2/5 日常生活・就職活動において、経済等の内容でのコミュニケーション能力を高めることができる

1/2/5 自分自身の考えを、自分の言葉で表現することができる

成果発表
（口頭・実技）

作品
ポートフォリ

オ
その他 合計

学
部
D
P

1.知識・理解

専門分野区分 ビジネス応用 科目名 T1710A2科目コード

大阪情報コンピュータ専門学校　授業シラバス　 （2025年度）

学習一般目標
　就職や進学の進路にかかわらず社会人は、自分の生きる環境で起きている事柄について理解が必要です。同時的に
世界の事柄からも影響を受けています。そのような中での人生の課題は、自分と向き合い、社会と向き合い方です。1年
次で習得した知識を活用して、向き合い方として「読む」「調べる」「書く」スキルを身に付けることを目標にします。

担当教員名 大谷　昇治 履修グループ 2E(BI/BO) 授業方法 講義

ビジネストピックスⅡ

配当期 前期 授業実施形態 単位数通常

使用機器 特になし

使用ソフト 特になし

単位

授業の概要
および学習上

の助言

　経済の基本的な大筋を理解し、ビジネスに関する情報の読み方を習得する。直近の経済誌などの記事を授業当日の資
料とする。就職面接時の時事等の質問にも対応できる知識の習得を目指したい。また、文章の書き方の基礎練習も取り
入れ、エントリーシート対応も目指す。提供された資料にただ目を通すだけでなく、ぜひとも自分のものにしてもらいたい。

教科書および
参　考　書

ニュース検定公式テキスト＆問題集基礎編３・４級　毎日新聞出版
その他の資料は、こちらで準備し配布する。

履修に必要な
予備知識や

技能
日々生活する中で、経済・経営・個別企業の動きについて感心をもってニュース報道や新聞記事に接しておくこと。

実務経験の
内容

　ＩＴ企業のＳＥを経て製造業に移りシステム責任者となる。その後、取締役に就き財務責任者として、事業計画や経営法
務、関係会社の事業運営を担当した。外貨資金、為替オプション等管理、為替・株式・原油市場等、経済・地政等の調査
業務の体験した話を共有できればと考えている。



第11回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第9回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第10回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第7回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第8回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第5回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第6回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第3回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第4回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第1回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第2回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

授業明細表

授業回数 学習内容 授業の運営方法 学習課題（予習・復習）

作品

ポートフォリオ

その他
来春、社会人となることを強く自覚できているか
あらゆる出来事に関心を持って接しているか
何事にもポヂティブにとりくむ姿勢がうかがえるか

小テスト
授業時間内にふれたビジネス用語等について、確認のためミニテストを実施する
文章表現・言葉の使い方について社会人らしい表現の仕方に注意する

レポート 不定期に、資料を読んで要点をまとめる形で実施する

成果発表（口頭・実技）

試験 授業の最終日に確認テストを行う。



第15回 問題解決型授業２
遠隔授業
実施時期：３期（6/15～
6/30）

別途指示

第13回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習

第14回 問題解決型授業１
遠隔授業
実施時期：１期（5/16～
5/31）

別途指示

第12回
① 記事の解説
② 大人の言い換え力検定：演習
③ ニュース検定：解説と課題

講義・演習・課題
授業資料内容、課題等により
復習


